














はじめに 

自閉症における基本障害の 1 つとして,認知障害が注目されている 2・16)。最近・動物を

用いた脳部位の破壊実験や薬理学的研究で,認知機能の発現には腹側被蓋野から前頭葉皮

質に投射するドーパミン(DA)ニューロンが重要であることを示す所見が得られており

2,25),従来から指摘されている自閉症児における脳内DA作動機構の異常34)を考える上で

も興味深い。そこで本研究では,自閉症の発症に関与する脳内神経伝達異常を見出すいとぐ

ちとして,中脳皮質系 DA ニューロンを調節する神経機構について検討した。 

前頭葉皮質に分布する中脳皮質系 DA ニューロンは,中脳辺縁系あるいは黒質線条体系 DA

ニューロンに比して,DA 代謝が速い,ストレス負荷時に活性化されやすい,抗精神病剤で惹

き起こされる DA 代謝亢進について長期投与による耐性が生じにくいなどの特徴があり,調

節機構の差異に基づくと考えられている 1)。Bannon,Roth らのグループ 1)は,一連の神経

生化学・生理学的研究を行い,このような独特の現象がみられるのは,前頭葉皮質へ投射す

るDAニューロンが自己受容体を欠き,自己抑制機構に他の系のDAニューロンとの違いが生

ずるためと推測している。本実験では神経回路による制御機構に着目し,脳内 DA性神経伝

達に影響を与えることが報告されている手綱脚路 4.12・18)あるいは線条体黒質路8〕の神

経活動を遮断した条件下で,中脳皮質系 DA ニューロンの抗精神病剤に対する反応性の変化

を調べた。 


